
平成２１年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校３年 理科 出題のねらい等
連 大 中 小 観 点 ｢ ｣ ｢ ｣主に 知識 主に 活用

に関する問題 に関する問題領域及び学年 学習指導要領の内容 出 題 の ね ら い 自然事象への 科学的な 観察・実験の 自然事象につ
関心・意欲・ 思考・判断 技能・表現 いての知識・番 問 問 問
態度 理解

○ ○① (1) (4)イ(ｲ) 気圧の読み取り２分野 気象とその変化 中２ 天気図の等圧線から気圧を読み取ることができること。
１

○ ○② (4)ア(ｱ)２分野 気象とその変化 中２ 天気，風向，風力の読み取り 気象データの記録（天気図記号）から天気，風向，風力を読み取ることができること。

○ ○③ (2) (4)ウ(ｲ) 日本付近の大気の動き２分野 気象とその変化 中２ 連続３日間の天気図の高気圧と低気圧の動きから天気変化の規則性を考えることができる
こと。

○ ○④ (3) (4)ウ(ｲ) 日本付近の大気の動き２分野 気象とその変化 中２ 天気図から翌日の天気を予想できること。

○⑤ (4) (4)ウ(ｱ) 台風の発生 ○２分野 気象とその変化 中２ 資料から台風の発生場所を読み取ることができること。

○ ○⑥ (5) (4)ウ(ｱ) 台風の進路２分野 気象とその変化 中２ 資料から台風が日本に上陸する時期が分かること。

⑦ (6) (4)ウ(ｱ) 台風の風が強いところ ○２分野 気象とその変化 中２ 資料をもとに，台風の進行方向と吹き込む風との関連を考えることができること。 ○

○ ○⑧ (1) 2 (1)イ(ｱ)分野 植物の生活と種類中1 植物の体のつくりと働き エンドウの花のめしべのつくりを理解していること。
２

○ ○⑨ (2) 2 中3 新(5)イ(ｱ) 遺伝の規則性と遺伝子分野 生命の連続性 実験の結果から孫で分離した個体数の比を計算して求めることができること。

○ ○⑩ (3) 2 中3 新(5)イ(ｱ) 遺伝の規則性と遺伝子分野 生命の連続性 交配実験の記録に基づいて，親の形質が子に伝わる時の規則性を見いだすことができるこ
と。

○ ○⑪ (4) 2 中3 新(5)イ(ｱ) 遺伝の規則性と遺伝子分野 生命の連続性 生殖細胞をつくる時には，減数分裂をすることや生殖細胞が合体し受精することを理解
していること。

○ ○⑫ (5) 2 中3 新(5)イ(ｱ) 遺伝の規則性と遺伝子分野 生命の連続性 染色体のモデルを活用し，減数分裂，受精の様子を説明できること。

○ ○⑬ (6) 2 中3 新(5)イ(ｱ) 遺伝の規則性と遺伝子分野 生命の連続性 染色体に関するモデルを活用し，その結果を説明することができること。

○ ○⑭ (7) 2 中3 新(5)イ(ｱ) 遺伝の規則性と遺伝子分野 生命の連続性 AAとAaの交配により，どのような組み合わせができるか考えることができること。

○ ○⑮ (8) 2 中3 新(5)イ(ｱ) 遺伝の規則性と遺伝子分野 生命の連続性 遺伝情報を伝える遺伝子は，ＤＮＡでできていることを理解していること。

○ ○⑯ (1) (6)ア(ｲ) 化学変化と熱1 カイロの表面の様子について関心を持っていること。分野 物質と化学反応の利用中３
３

○ ○⑰ (2) (6)ア(ｲ) 化学変化と熱1 鉄かどうかを調べるには，磁石を使うとよいことを理解し，磁石についたときに鉄と判断分野 物質と化学反応の利用中３
できることを説明できること。

○ ○⑱ (3) (6)ア(ｲ) 化学変化と熱1 鉄の酸化と熱の発生を表す化学変化を言葉を使った式で表すことができること。分野 物質と化学反応の利用中３

○ ○⑲ (4) (6)ア(ｲ) 化学変化と熱1 発生した熱エネルギーは，物質がもつ化学エネルギーが移り変わったものであることを理分野 物質と化学反応の利用中３
解していること。

○ ○⑳ (5) (6)ア(ｲ) 化学変化と熱1 吸熱反応では，周囲の熱を吸収して化学反応が進むことを説明できること。分野 物質と化学反応の利用中３

○ ○○ (6) (6)ア(ｲ) 化学変化と熱21 1 吸熱反応の場合，熱をどのように式に組み入れるかを考えることができること。分野 物質と化学反応の利用中３

○ ○○ (7) (6)ア(ｲ) 化学変化と熱22 1 身近な化学変化の利用について，具体例をあげることができること。分野 物質と化学反応の利用中３

４ 力学的エネルギーの保存 ハイブリッドカーはこれまで，捨てるだけだった減速時の運動エネルギーを電気エネルギ○ (1) (5)イ(ｲ)23 1分野 運動の規則性中３
○ ○ーに変え有効にエネルギーを利用していることを考えることができること。

○ (2) (6)ア(ｲ) ○ ○24 1分野 運動の規則性中３ 物質と化学反応の利用 燃料電池車は，酸素と水素が化合することで電流を取り出し，二酸化炭素を排出せず，無
害な水しか排出せず，環境によいことを説明することができること。

○ ○○ (1) 1 (5)ア(ｲ) 多様な運動の観察25 分野 運動とエネルギー 中３ 運動の様子を詳しく観察できるストロボスコープを理解していること。
５

○ ○○ (2) ア 1 (5)ア(ｲ) 力が働くときの運動26 分野 運動とエネルギー 中３ 実験結果から，水滴の速さが速くなっていることに気付くこと。

○ ○○ イ 1 (5)ア(ｲ) 力が働くときの運動27 分野 運動とエネルギー 中３ 実験結果の水滴の間隔から，水滴の速さの違いを読み取ることができること。

○ ○○ (3) 1 (5)ア(ｲ) 力が働くときの運動28 分野 運動とエネルギー 中３ 水滴に重力がはたらき続けることで速さが増加することを説明できること。

○ (4) 1 (5)ア(ｲ) 力が働くときの運動 ○29 分野 運動とエネルギー 中３ 実験結果から，時間と水滴が移動した距離の関係のグラフを作成することができること｡ ○

○ ○○ (5) 1 (5)ア(ｲ) 力が働くときの運動30 分野 運動とエネルギー 中３ 実験結果から，水滴の落ちる平均の速さを求めることができること。

○ ○○ (6) 1 (5)ア(ｲ) 力が働くときの運動31 分野 運動とエネルギー 中３ 日常生活に見られる現象について，自分の体験や知識などと照らし合わせて，雨粒の速さ
が一定になることを説明できること。

○ ○○ 1 (5)ア(ｲ) 力が働くときの運動32 (7) 分野 運動とエネルギー 中３ 物体が落下する運動について，条件を制御して実験する方法を考えることができること。


